
「今後の胃 X 線検診 読影補助から精密検査」 

           東京都がん検診センター 消化器科 小田丈二 

 

2020 年，自分たちがかつて経験したことのないウィルス感染症の猛威にさらさ

れる．COVID-19 である．これにより日常生活は大きく様変わりし，がん検診

を取り巻く環境も大きく影響をうけた．学会や研究会も中止や延期が相次ぎ，

現在でもほとんどが WEB を中心とした開催であり，今回も WEB 配信を利用し

た講演とさせて頂くことをご容赦下さい． 

 2017 年，日本消化器がん検診学会より『胃 X 線検診のための読影判定区分ア

トラス』 が発刊され，皆さんもご存知のようにカテゴリー分類として周知され

ました．これを利用して医師読影不足を補う目的も含め，診療放射線技師によ

る読影の補助をすすめている．読影の補助は何も静止画像を読影することのみ

に重点を置いているのではなく，異常像をどのように捉え，画像としていかに

正確に描出するかという撮影技術にも大きく関わっている．正確に描出する技

術は，そのまま精密検査にも応用可能である．一見繋がりがないように思える

が，読影補助と精密検査とは密接に関係しているのである． 

 本日は，読影の補助から精密検査へという考え方を，異常像の描出という観

点から眺めてみる． 

 

 

 


